記入例
【耐火構造：床の例】
性能評価申請の概要
	該当条文
	建築基準法第２条第七号

	  件名
	耐火構造床（○時間）の性能評価

	   構造名
    (一般名)
	デッキプレート・溶接金網入普通コンクリート床＊１    

 

	  商品名
	○○○＊２

	  会社名
  ・所在地
  ・電話番号

	 ○○○株式会社
 ○○○県○○○市○○○町○○丁目○○番○○号
 ○○○-○○○-○○○○
 


＊１：性能評価書に記載する正式名称は当財団で決めさせていただきます。
＊２：商品名が決まっていない場合は、性能評価が完了するまでに決定しておいて下さい。
※ 製品の仕様、構造説明図などについては、次頁以降の様式を参考にして作成して下さい（第一報でも可です）。申請内容を確認後、適宜、申請図書の修正、追記等の連絡をさせていただきます。
１．構造方法の概要

１．１ 構造名

溶融亜鉛めっき鋼板製デッキプレート・溶接金網入普通コンクリート床

１．２ 種類
    建築基準法施行令第85条に規定する積載荷重が○/m2以下の床
１．３ 寸法                              
床の各辺の長さについては、構造計算等により構造安全性が確かめられた寸法とする。
１．４ 材料構成等

	項　　　目
	製　　品　　仕　　様　　等

	床板


	デッキプレート
	規格
　JIS G 3352
鋼板の種類
  SDP1T、SDP1TG、○○○
鋼板の厚さ(㎜)
  ○以上
鋼板の質量(kg/㎜･㎡)
  ○±○
表面仕上げの種類
・溶融亜鉛めっき  
・溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき
・○○○合金めっき
大きさ(㎜)
  山高さ：○±○
　働き幅：○±○
  長さ：最小○、最大○
　　＊一般部における最小と最大の長さです。最小は端部における長さではありません。
梁とのかかり代(㎜)
  ○以上　

	
	コンクリート(普通コンクリート)
	所定厚さ(㎜)(デッキプレートの山上からの厚さ)
  ○以上
コンクリート補強材のかぶり厚さ(㎜)
  ○以上(コンクリート上面から)
圧縮強度(N/㎜2)
○以上(材令28日）
基本配合(kg/m3)
  セメント      　   　○～○
  細骨材 　　  　  　　○～○
  粗骨材    　　 　　　○～○
  混和材 　　　　　　　○～○
  水                   ○～○
セメントの種類
・ポルトランドセメント(JIS R 5210)
・高炉セメント(JIS R 5211)
・○○○(JIS R○○○○)
水セメント比(％)
  ○以下


	項　　　目
	製　　品　　仕　　様　　等

	床板
	コンクリート(普通コンクリート)
	スランプ(㎜)
  ○以下
気乾単位容積質量(g/㎤)
  ○±○

	
	コンクリート補強材
	溶接金網
  規格：JIS G 3551
  線径(㎜)：○以上
  間隔(㎜)：○×○以下
  質量(kg/㎡)：○以上
鉄筋(異形鉄筋)
  規格：JIS G 3112
  直径(㎜)：D○以上
  間隔(㎜)：○×○以下
  質量(kg/㎡)：○以上

	
	総厚(㎜)
	○以上

	
	許容積載荷重(N/㎡)
	○以下(床板の自重を除く固定荷重(○N/m2)を含む）

	
	梁芯相互の間隔(㎜)
	○以下

	
	支持方式
	単純支持または連続支持

	床板の副構成材溶接直径、間隔等料
	頭付きスタッド
	規格
  JIS B 1198
寸法(㎜)
  φ○×○以上

	
	補強材受けスペーサー
	種類：○○○
厚さ等(㎜)：厚さ○、○×○

	
	小口ふさぎ材
	種類：○○○
厚さ等(㎜)：厚さ○、○×○

	デッキプレートの接合方法
	溶接直径、間隔等
	焼抜き栓溶接
  溶接直径(㎜)
    ○以上
  溶接間隔(㎜)
    ○以下
頭付きスタッド
  留め付け間隔(㎜)
    ○以下    

	その他、製品に使用する部材、材料等があれば追記して下さい。
	
	


１.５　構造説明図

（１）透視図
（1)－1　デッキプレートが単純支持の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：mm）　
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（1)－2　デッキプレートが連続支持の場合
（２）断面図

（単位：mm）　
（2)－1　デッキプレートが単純支持の場合

[image: image2.wmf]普通コンクリート(厚さ○以上(総厚○以上))

○以下

○以下

○以下

梁(1時間以上の耐火被覆)�

デッキプレート(厚さ○以上)

溶接金網(φ○以上,@○×○以下)又は

異形鉄筋(D○以上,@○×○以下)1

(評価対象外)

デッキプレート(厚さ○以上)

梁(1時間以上の耐火被覆)�

溶接金網(φ○以上,@○×○以下)又は

異形鉄筋(D○以上,@○×○以下)1

普通コンクリート(厚さ○以上(総厚○以上))

(評価対象外)


（2)－2　デッキプレートが連続支持の場合

（３）デッキプレートの形状・寸法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：mm）　
・デッキプレートの短辺方向の断面詳細図を書いて下さい。

・山高さ、働き幅などの寸法線を記入して下さい。

１．６ 施工方法
(1) 溶融亜鉛めっき鋼板製デッキプレートの敷込み
溶融亜鉛めっき鋼板製デッキプレート(以下、デッキプレートという)を設置する梁芯相互の間隔が○㎜以下であることを確認する。デッキプレートを墨出し線に合わせて梁に配置する。デッキプレートの端部と梁とのかかり代は○㎜以上とし､この両者を○○○で仮止めする。
(2)梁とデッキプレートあるいは床板との接合
梁とデッキプレートあるいは床板とは、次のいずれかの方法で接合する。
　　a. 焼抜き栓溶接による接合
焼抜き栓溶接(直径○㎜以上)でデッキプレートを梁に溶接する。溶接位置はデッキプレートの谷部とし、溶接間隔は、幅方向が○㎜以下、長さ方向が○㎜以下とする。
    b. 頭付きスタッドによる接合(A)
頭付きスタッド専用溶接機を用いて、頭付きスタッド(φ○×○㎜以上)を、デッキプレートを貫通して梁に溶接する。溶接位置はデッキプレートの谷部とし、溶接間隔は、幅方向が○㎜以下、長さ方向が○㎜以下とする。
　　c. 頭付きスタッドによる接合(B)
頭付きスタッド専用溶接機を用いて、頭付きスタッド(φ○×○㎜以上)を梁に溶接する。頭付きスタッドの溶接間隔は、幅方向が○㎜以下、長さ方向が○㎜以下とする。
(3)デッキプレートの長さ方向相互の接合
デッキプレートの長さ方向相互は嵌合により接合する。
(4)デッキプレートの小口処理
      必要に応じて、デッキプレートの山部の小口を○○○等で塞ぐ。
(5)コンクリート補強材の配置
溶接金網または異形鉄筋は、スペーサーを用いて、床板上面からのコンクリートのかぶり厚さが○㎜以上となるように床全面に敷き並べる。異形鉄筋の加工及び組み立ては、「建築工事標準仕様書・同解説　JASS 5 鉄筋コンクリート工事(日本建築学会)」(以下、「JASS 5 鉄筋コンクリート工事」という)に準拠する。
(6)コンクリートの打込み
コンクリートの打込みは、「JASS 5 鉄筋コンクリート工事」に準拠する。コンクリートは、補強材の移動によりかぶり厚さ不足が生じることのないように、また、所定厚さを確保するように不陸なく打込む｡
(7)コンクリートの仕上げ
コンクリートの表面は金ごて等の仕上げを施す。
(8)コンクリートの養生
コンクリートの養生は、「JASS 5 鉄筋コンクリート工事」に準拠するが、初期には湿潤養生を行う。
２．試験体の選定理由

   ＊ここでは、製品仕様(評価申請範囲)と試験体仕様を対比させて書いて下さい。試験体仕様については事前相談の時に決定させていただきますので、その結果を踏まえて選定理由を記載して下さい。
表　試験体仕様の選定理由

	項　目
	製品仕様

(評価申請範囲)
	試験体仕様
	試験体選定理由

	床板の長辺及び短辺の長さ
	構造計算等により構造安全性が確かめられた寸法とする。ただし、床を構成する梁芯間隔は○㎜以下とする。


	長辺の有効加熱長さ○㎜(最大梁間隔)
短辺の有効加熱長さ　2,000㎜
	床は、間隔が○㎜以下の梁の連続で構成されるため、試験体の梁芯間隔が最大の○㎜であれば十分な性能評価が可能。短辺の長さは、業務方法書の規定(短辺の有効加熱長さ2,000㎜以上)による。

	梁芯相互の間隔
	○㎜以下
	○㎜
	梁芯相互の間隔が大きいほど、変形が生じやすくなるため、耐火上不利。

	床板の支持方式
	単純支持または連続支持
	単純支持
	積載荷重が同じであれば、単純支持の方が、連続支持よりも変形が生じやすくなるため、耐火上不利。

	床板の厚さ等
	デッキプレートの厚さ
　○㎜以上
コンクリートの所定厚さ
　○㎜以上
床板の総厚
　○㎜以上
コンクリート補強材のかぶり厚さ
　○㎜以上
	デッキプレートの厚さ
　○㎜
コンクリートの所定厚さ
　○㎜
床板の総厚
　○㎜
コンクリート補強材のかぶり厚さ
　○㎜
	デッキプレートの厚さ、コンクリートの所定厚さ及び床板の総厚が薄いほど、遮熱性、遮炎性、強度等が低くなるため、耐火上不利。コンクリート補強材の床板上面からのかぶり厚さが薄いほど、積載荷重による変形が大きくなるため、耐火上不利。

	デッキプレートの表面仕上げの種類
	･溶融亜鉛めっき
・溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき
･○○○合金めっき
	･溶融亜鉛めっき
	めっきの付着量が同じであれば、めっきの種類による耐火上の差はない。

	コンクリートの圧縮強度
	○N/㎜2以上(材令28日)
	○N/㎜2(材令28日)
	コンクリートの圧縮強度は、小さいものほど床板の変形が大きくなるため、耐火上不利。


	項　目
	製品仕様

(評価申請範囲)
	試験体仕様
	試験体選定理由

	コンクリート補強材の種類
	溶接金網
  線径：○㎜以上
  間隔：○×○㎜以下
  質量：○kg/㎡以上
異形鉄筋
  直径：D○㎜以上
  間隔：○×○㎜以下
  質量：○kg/㎡以上
	溶接金網
  線径：○㎜
  間隔：○×○㎜
  質量：○kg/㎡

	コンクリート補強材は、線径(直径)、質量が小さいものほど、また間隔が大きいものほど床板の高温時の変形、強度低下等が大きくなるため、耐火上不利。溶接金網の方が、異形鉄筋よりも質量が小さいため､耐火上不利。

	床板と梁との接合方法

＊溶接部、ｽﾀｯﾄﾞ部の支圧耐力、せん断耐力等を計算で求め、比較して下さい。
	①焼抜き栓溶接
　溶接直径
    ○㎜以上
　溶接間隔
    ○㎜以下
  許容耐力(幅○㎜当たり)
    ○kN 以上
②頭付きスタッド
　寸法
　　φ○×○㎜以上
  留め付け間隔
    ○㎜以下
  許容耐力(幅○㎜当たり)
    ○kN 以上
	①焼抜き栓溶接
　溶接直径

    ○㎜
　溶接間隔
    ○㎜
  許容耐力(幅○㎜当たり)
    ○kN 

	床板と梁との接合部の許容耐力は、焼抜き栓溶接による接合のものの方が小さい。焼抜き栓溶接は、溶接直径が小さいものほど接合強度が低下するため、耐火上不利。溶接間隔が大きいほど、床板の変形が生じやすくなるため､ 耐火上不利。

	デッキプレートのかかり代
	○㎜以上
	○㎜
	デッキプレートのかかり代長さが短いほど、高温時の変形により、デッキプレートと梁とにずれが生じやすくなるため、最小かかり代長さの構造のものを試験体とした。

	その他、製品に使用する部材、材料等があれば追記して下さい。
	
	
	


３．申請会社等の概要
   (1) 申請会社の概要
     1) 申請者
      ・会社名
      ・所在地、郵便番号
      ・電話番号、FAX番号
      ・代表者名
      ・設立年月日
      ・従業員数
     2) 連絡先
      ・会社名
      ・所在地、郵便番号
      ・電話番号、FAX番号
      ・役職名、担当者名
     3) 営業、施工実績
      ・主要製品
      ・指定・認定実績（品目名、認定番号等）
      ・営業の沿革
   (2)製造工場の概要
      ・工場名
      ・所在地、郵便番号
      ・電話番号、FAX番号
      ・代表者名（工場長等）
      ・従業員数
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